

















































































































































































































































































































































































































記述されないだろうが、一般的な常識は記述されるだろう。限界があっ も情報を集成して、時代の常識を炙りだしておくことは、今後のためにも決して無駄ではあるまい。その第一歩として『御絵鑑』を本誌に紹介しておき った所以で る。世間にはこの手 誰も注目 こなかった資料がまだまだあるだろうから、お心当たりがあれば、ぜひともご一報願いたい。





























うすざいしきにつかふ。一、にくしきにかは合のしゆ、ごふんにて合つかふ。あるひハ、もゝいろたぐひうす」あかへ見あわせ。一、えんじの具にかハ合のごふんに、すこし やうえんじを入、うすきこきハ見合。ある」ひハ花のたぐひ、是をつかふ。一、むらさきねりえんじの事なり。やハらかなるもちかげんに すり木 こま 」にすり、つかふ。



































にかハ合のしゆと、すミをすこしく へ、ごふんを入。これをしゆ」ずミのぐといふ。あるひハくりいろの ぐひなり。一、しゆずみにかハ合のしゆと、すミを少入、あるひハためぬり、くり辺につかふ。 」きなるときハたん、わ にて合。くろミこのむときハ、くわうめ 」しゆにて合一、くち葉
ば
にかハ合のごふんに、 たんをくわへ、 もゝいろにしてつかふ。その」ひたるうへ 、しわうをひく。

























一、ひはちやにかハ合のびやくろく、ご ん少入 ひたるうへにしわうをひく。一、地くろいろにかハ合のえんじのむらさきに すミをくわへつかふ。是をくろべに」とも 地くろ共いふ。一、かのこ地あかにハ、にかハ合のごふんにすこししゆをくわへ、ほそきふてにて」ひとつぶつゝ、かのこにつかふ。一、あい色のたぐひくゝりくまのときハ、あいろうにてくまとる。一、もへぎ色の類
たぐひ
草のしるにてくゝり、くまとる。
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